
令和２年

第１２回 教 育 委 員 会 会 議

議案（第２５号）

秋田県教育委員会



議案第２５号

秋田県産業教育審議会委員の任命について（案）

秋田県産業教育審議会条例（昭和６０年秋田県条例第５２号）第２条の規定に基づき、

秋田県産業教育審議会の委員を次のとおり任命する。

No. 氏 名 分 野 任 期

１ 安 藤 鷹 乙 行 政 令和２年８月６日～令和３年８月５日

２ 工 藤 千 里 行 政 令和２年８月６日～令和３年８月５日

３ 齋 藤 透 教 育 令和２年８月６日～令和３年８月５日

４ 菅 原 和 久 教 育 令和２年８月６日～令和３年８月５日

令和２年７月９日提出

秋田県教育委員会教育長 安田 浩幸

理 由

秋田県産業教育審議会の委員に異動又は任期満了のため、その後任について県教育委

員会の承認を得る必要がある。これが、この議案を提出する理由である。



秋田県産業教育審議会委員名簿（案）
（任期：令和元年８月６日～令和３年８月５日）

（令和２年７月９日現在）

※個人情報保護のため非公開

議案第２５号参考資料



秋田県産業教育審議会委員候補者略歴

（任期：令和元年８月６日～令和３年８月５日）

令和２年６月１２日現在

※個人情報保護のため非公開



令和２年

第１２回 教 育 委 員 会 会 議

議案（第２６号）

秋田県教育委員会
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議
案
第
二
十
六
号

秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

秋
田
県
立
高
等
学
校
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則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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田
県
立
高
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校
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則
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田
県
教
育
委
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会
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則
第
六
号
）
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一
部
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よ
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。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
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同
表
の
改
正
後
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欄
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定
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よ
う
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正
す
る
。
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三
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四
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一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
二
年
七
月
九
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

中
学
校
卒
業
者
数
の
減
少
及
び
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
し
た
第
七
次
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
整
備
計
画
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実
に
遂
行
す
る
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め
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田
県
立
高
等
学
校
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生
徒
定
員
を
改
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県立高等学校学則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

中学校卒業者数の減少及び時代の変化に対応した教育を推進するために策定し

た第七次秋田県高等学校総合整備計画を着実に遂行するため、秋田県立高等学校

の生徒定員を改める等の必要がある。

２ 改正内容

⑴ 県立学校の全日制及び定時制の課程の生徒定員を改めることとする。（別表

㈠及び別表㈡関係）

⑵ 秋田県立能代工業高等学校全日制の課程、秋田県立能代西高等学校全日制の

課程、秋田県立二ツ井高等学校全日制の課程の規定を削るとともに、新たに設

置する秋田県立能代科学技術高等学校の規定を加えることとする。（別表㈠関

係）

⑶ 秋田県立能代工業高等学校定時制の課程の規定を削るとともに、秋田県立二

ツ井高等学校定時制の課程を秋田県立能代高等学校定時制の課程に改めること

とする。（別表㈡関係）

⑷ その他所要の規定の整理を行うこととする。

３ 施行期日

この規則は、令和３年４月１日から施行することとする。



議案第２７号

第２３期秋田県障害児就学審議会委員の任命について

秋田県障害児就学審議会条例（昭和５０年県条例第４０号）第２条の規定に基づき、秋田

県障害児就学審議会の委員を次のとおり任命する。

氏 名 分 野 任 期

１ 東海林 敏 教育関係者 令和２年８月５日～令和３年８月４日

２ 佐藤 俊之 教育関係者 令和２年８月５日～令和３年８月４日

３ 鷲谷 弘子 関係行政機関職員 令和２年８月５日～令和３年８月４日

４ 村越 勇 関係行政機関職員 令和２年８月５日～令和３年８月４日

５ 船木 玲子 関係行政機関職員 令和２年８月５日～令和３年８月４日

令和２年７月９日 提出

秋田県教育委員会教育長 安田 浩幸

理 由

第２３期秋田県障害児就学審議会委員は１８名で構成されているが、このたび５名の委員に

ついて令和２年度定期人事異動等により変更があったため、その後任の任命について県教育委

員会の承認を得る必要がある。これが、この議案を提出する理由である。



議案第２７号 参考資料

第２３期秋田県障害児就学審議会委員名簿
(任期：令和元年８月５日から令和３年８月４日まで)

※個人情報保護のため非公開



第２３期秋田県障害児就学審議会委員候補者略歴

※個人情報保護のため非公開



※個人情報保護のため非公開


